
 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

授業風景（12 月 13 日） 

弓削田先生の美術です。 

このときは、ドラクロワ『民衆を導く自由の女神』について、生徒

が発表していました。Chrome book タブレットを活用して作品の共有

や自分では感じられない気づきなどを分かち合える授業でした。 

タブレットを忘れないようにしてほしいですね。 

 

西川先生の保健です。 

私たちから無くなったら困るものは何でしょう？から始まり、健康の定義を

多角的に考える場面でした。 

 当たり前にあると思ってしまいますが、健康はかけがえのない大切なもので

す。生涯を通じて、自分や家族、周囲の人たちの健康のあり方を考える大切な

時間になったと思います。 

尾内先生の理科（８年）です。 

実験は結果がどうなるか、またその結果から何が考えられるかなど科学的な思

考と論理的に物事を捉える力が身に付きます。ワインのような綺麗な液体に沸騰

石が対照的に映り、綺麗でした。結果はお子さんに聞いてみてください。 

 

遠藤先生の理科（９年）です。 

方位と時刻による月の見方について、考えていました。 

東西南北を上だ、下だ、右？いや左と方角を確認しながら見方につ

いて検討していました。 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

上遠野先生の国語で書き初めの説明と、書写を行っていました。 

 筆をもつと生徒は神妙になって、半紙に向かっていました。 

 日頃の筆記用具やタイピングと違い、一度書いたらやり直しがきかない

書写は、真剣になりますね。墨汁の分量も慣れたもので、さすが９年生と

思いました。 

  

竹内先生の数学です。 

二等辺三角形の合同の証明と、ステップ・用語集の記入、オクラの問題など

に取り組んでいました。数学は難易度があがります。わからなくなった時点で先

生に聞きに行く習慣を付けてほしいです。 

ビンセント先生のスピーキングテストの場面です。 

一人ひとりがビンセント先生と会話しています。亀野先生がその様子をみて確認していま

す。教室ではペアで練習している生徒や個人的に何度も練習している人など、様々でした。 

校舎敷地内の晩秋？初冬の様子です。木蓮

の木にネコヤナギのような芽ができていま

した。暖かいと季節外れに花が咲く場合も

あるそうです。（博識の洋子先生より） 

 


